
東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会がRTRSを認定

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会は
RTRS認証を持続可能性に配慮した農産物の調達基準に準拠すると認めました。

RTRSは組織委員会が認める認証スキームとして、責任ある大豆に関する円卓会議（RTRS)認証が
承認されたことを発表します。

東京2020組織委員会は、組織委員会が調達する
製品・サービス及びライセンス商品のサプライチェーン全体で持続可能性が
確保されるよう、持続可能性に配慮した調達コードを策定しました。

そこには持続可能なオリンピックおよびパラリンピックを
開催することにより日本および世界中の人々にベストプラクティスモデルを紹介し、

持続可能な開発目標（SDGs）の達成を目指すという背景があります。

申請プロセスを経て、責任ある大豆に関する円卓会議（RTRS）認証は、持続可能性に配慮した農産物の調
達基準に準拠すると正式に認められました。

これによりRTRS認証は東京2020組織委員会に
の持続可能性に配慮した農産物の調達基準に正式に準拠していることになります。

RTRSのマルチステークホルダーとその全体論は持続可能性に配慮した農産物の調達基準に準拠する
南米初の大豆認証スキームです。

「我々はRTRS基準が東京2020組織委員会によって承認され、また関係者にこの喜びを伝えられる
ことを大変嬉しく思っています。これは、持続可能性に配慮した調達コードが世界的な視野で
注目されていることを示しています。」とマルセロ　ヴィスコンティ氏は述べています。

「この承認を機に日本は今後のグローバル市場での活躍が期待されます。
また、日本は今後積極的にRTRS大豆プラットフォームに参加し、持続可能な
サプライチェーンの達成に向けてこの認証を有効に活用していくことでしょう。」

とマルセロ氏は付け加えています。

承認された認証のリストは、東京2020の公式Webサイトで公表されます。
この発表に関する資料は近日中に共有いたします。

Tokyo 2020の持続可能性コンセプトと大会における持続可能性の
取り組みに関する情報は

Tokyo 2020のウェブサイトをご覧ください。
https://tokyo2020.org/jp/games/sustainability/
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